
南

都

七
人
寺



摯諧
稀
Ｗ
牌
贅
宝
物
殿
）

楊
柳
観
音
立
像
を
始
め
、奈
良
時
代
の
盛
時
を
偲

ぶ
七
体
の
仏
像
（天
平
時
代
・重
要
文
化
財
）
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
ご
本

尊
十
一面
観
音
、噺
堂
の
馬
頭
観

音
と
共
に
こ
れ
ら
の
仏
像
は
平

安
彫
刻
の
先
駆
と
し
て
重
要
で
、

特
に
大
安
寺
様
式
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
大
安
寺
伽
藍

´

縁
起
井
記
資
財
帳

（天
平
十
九

年
に
朝
廷
に
提
出
し
た
お
寺

の
縁
起
と
財
産
目
録
）
、
古
代

瓦
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

つヽ

つ
せ
み

は
　

数
な
き
身

な
り

山
川

の
清

け
き

見

つ

つ
　

道

を

た
ず

ね
な

●
境
内
の
万
葉
歌
碑

大
伴
家
持
の
歌
（万
葉
集
二
十
　
四
四
六
八
）

∪
”【”曇

澤
ヨ
リげ

李編Ⅷ嵩亀場析lυ[:緞
う考気

|:署磐]帷重翻腫尾襲r憬供柵

光仁会 (こぅにんえ)

がん封じ笹酒祭り
● 1月 23日
光仁天皇の御忌法要。

この日は早朝より境内で「ささ酒」が温

められ、癌封じの祈祷が続けられます。

終日多くの善男善女が詣でて、境内は

笹酒の香りと人々の熱気に溢れます。

正御影供 (しょぅみえく)

●4月 21日
弘法大師の御縁日。

四国八十八ヶ所や釈尊八大聖地のお砂

踏み、柴灯大護摩供などがおこなわれ

ます。

竹供養・がん封じ夏祭り
●6月 23日
中国の故事にいう竹酔日。
「がん封じ夏祭り」として知られ、光仁
会と共に大安寺の二大行事です。

修正会 (大般若会)      1月 1日～3日

光仁会 (癌封 じささ酒祭 り) …1月 23日

節分会 (開運星祭り)  … 2月 3日

聖徳太子御忌   ………   2月 22日

馬頭観音二の午法要 (厄除け) 3月 午の日

春彼岸会…          3月 彼岸7日 間

正御影供 (弘法大師)      4月 21日

勤操忌 (空海上人の師)…  …  5月 7日

竹供養 (癌封 じ夏祭 り)   ……6月 23日

お盆聖霊会           8月 1日～ 15日

秋彼岸会            9月 彼岸7日 間

開山忌 (道慈律師・三論宗祖師) 11月 2日

拝観料 (本堂。収蔵庫)

■拝観時間午前9時～午後5時

大人。大学生……400円
高 校 生……300円
中 学  生……200円
小学生以下……100円

●団体料金は30名以上からに

なります。(100/o引 き)

●境内拝観は自由となつており

ます。

●春秋の秘仏 (十一面観音、馬頭

観音 )特別公開日は 100円 増

しになります。

奈良市大安寺町2… 18… 1

丁EL.0742-61-6312
FAX.0742-61-0473
ホームページ/httpソ /www dalanil.OrJp/

お車で  一→

癌封じの寺 南都七大寺

人姜

ご本尊は天平時代の

十一面観音様。癌封じ、

病気平癒、諸願成就
のご祈祷、御先祖のご

供養、年忌回向などが

日々 行われています。

憤怒の形相で、一面六臀の

馬頭観音様がまつられてい

ます。人々の苦悩を除き、幸

運をもたらす厄除け観音とし

て信flTされています:



才手観受付  9日寺～ 16日寺

御祈祷 毎日9時～15時 30分
(が ん11じ ・病気 F`癒など)

御縁 日 毎月第 2日 曜日
(写糸1 10HI～ ・護PFtt 13‖ |～ ・法1活 )

阿字観 l冥想 要予約

特別 開扉
本t,「  1白 i御lill象

i`仁、11,11り

`II f象

バ ス交通

J近
R鉄
奈
良
勝く
よ
I)

大
徒安
歩寺
約 バ
10ス
分停

ド
車

Ｎ①

イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
和
郡
山
行

大
安
寺
行

シ
ャ
ー
プ
前
行

白
土
町
行

が ん封 じの寺

奈 良 市 大

電 話 (07
FAX(07
http://w

大
安
０
一
ｗｗ

安

・大和十三仏霊場

・大和路秀麗八十八面観音霊場

・神仏霊場

・聖徳太子御遺跡霊場

・ラλ(千[1北 部八―トノヽケ所霊場
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６
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ａ
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   大安寺南 の交差点よりお入り下さいて,

※同駐車無料

だ

い

あ

ん

嘉
七李

大
安
寺

銹鰤

想
零響
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峙岱
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こ
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楊
柳
観
音
立
像

大

　

安

　

寺

大
安
寺
は
日
本
最
古
の
寺
院
の

一
つ
で
、
そ
の
創
建

の
由
来
は

「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

（七

四
七
）
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
聖
徳
太
子
が

「
天
下
太
平

・

万
民
安
楽
」
の
祈
り
の
道
場
と
し
て
平
群
の
地
に

「
熊

凝
精
舎
」
と

い
う

一
院
を
建
立
さ
れ
、
莞
去
の
際
、
舒

明
天
皇
に
託
し
て
国
の
大
寺
と
な
す
よ
う
遺
言
せ
ら
れ

ま
し
た
。
天
皇
は
そ
の
遺
願
に
よ
り

「
百
済
大
寺
」
を

建
立
、
こ
れ
が
わ
が
国
最
初
の
官
寺
と
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
飛
鳥
の
藤
原
京
で

「
高
市
大
寺
」
次

い
で

「
大

官
大
寺
」
と
な
り
飛
鳥
時
代
の
中
心
寺
院
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
そ
し
て
平
城
京
遷
都
に
伴

い
今
日
の
地
に
遷

さ
れ
て

「大
安
寺
」
と
な

っ
た
の
で
す
。

奈
良
時
代
に
は
、
国
の
筆
頭
寺
院
と
し
て
八
八
七
人

の
学
僧
を
擁
し
、
仏
教
の
総
合
大
学
の
様
相
を
呈
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

中
世
に
度
重
な
る
災
禍
な
ど
に
て
壮
麗
な
る
伽
藍
も

消
失
し
寺
運
衰
微
し
ま
し
た
が
、
奈
良
時
代
の
仏
像
九

体
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
も
近
年
漸
次
整

備
さ
れ
、
天
平
の
仏
さ
ま
に
魅
せ
ら
れ
た
方
々
や
御
祈

祷
、
御
供
養
等
で
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
多
く
の
参
詣

が
あ
り
、
人
々
の
篤
い
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
　
堂
　
御
本
尊
は
天
平
時
代

の
十

一
面

観
音
（重
文
）
。
癌
封
じ
な
ど

の

祈
祷
が
日
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
和
十
三
仏
霊
場
第
十
三
番
虚

空
蔵
菩
薩
の
霊
場
で
す
。

噺
　
堂
　
盆
怒
形

の
天
平
秘
仏

・
馬
頭
観

音
（重
文
）
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
苦
悩
を
除
き
福
を
招
く
厄

除
け
観
音
さ
ま
で
す
。

小
子
坊
　
写
経
道
場
と
し
て
い
つ
で
も
お

写
経
が
で
き
ま
す
。
毎
月
第

二

日
曜
日
に
は
写
経
会
。
阿
字
観

瞑
想
も
で
き
ま
す
。

護
摩
堂
　
毎
月
の
ご
縁
日
に
護
摩
祈
願

・
法
話
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

讃
仰
堂

（宝
物
殿
）

・
不
空
絹
索
観
音
立
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
楊
柳
観
音
立
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
聖
観
音
立
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
持
国
天
王
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
増
長
天
王
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
広
目
天
王
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

・
多
聞
天
王
像

（天
平
時
代

・
重
文
）

。
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳

（天
平
十
九
年
）

・
出
土
の
古
代
瓦

・
創
建
当
時
の
伽
藍
模
型

大
伴
家
持
の
歌

（万
葉
集
二
十
　
四
四
六
八
）



光
仁
会

（こ
う
に
ん
え
）
が
ん
封
じ
笹
酒
祭
り
　
一
月
二
十
三
日

光
仁
天
皇

（七
〇
九
～
七
八

一
）
の
御
忌
法
要
。

天
皇
は
自
壁
王
と
い
い
在
野
時
代
、
し
ば
し
ば
当
寺
に
祈
誓
を

凝
し
、
ま
た
竹
林
で

「林
間
酒
を
温
め
る
」
風
流
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
験
あ
っ
て
健
康
長
寿
を
保
ち
、
実
に
六
十
二
歳
で
帝
位
に

つ
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
下
の
大
平
と
万
民
の
安
楽
、
殊
に

人
々
の
病
苦
を
憂
い
、
悪
病
退
散
の
祈
り
を
重
ね
ら
れ
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
故
事
に
あ
や
か
り
、
癌
な
ど
の
悪
病
を
封
じ
て
息
災

に
す
ご
そ
う
と
行
わ
れ
る
の
が

「が
ん
封
じ
笹
酒
祭
り
」
で
す
。

こ
の
日
は
早
朝
よ
り
境
内
で

「
さ
さ
酒
」
が
温
め
ら
れ
、
癌
封

じ
の
祈
梼
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
終
日
多
く
の
善
男
善
女
が
詣
で

て
、
境
内
は
笹
酒
の
香
り
と
人
々
の
熱
気
に
溢
れ
ま
す
。

正
御
影
供

（し
ょ
う
み
え
く
）
　

四
月
二
十

弘
法
大
師

（空
海
上
人
）
の
報
恩
法
要
。

一
日

大
師
は
若
き
日
当

寺
に
学
び
後
年
別
当

に
も
補

さ

れ
ま

し

た
。こ

の
日
は
弘
法
大

師
御
遺
髪
が
特
別
開

扉
さ
れ
て
、
報
恩
の

誠
が
捧
げ
ら
れ
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
や
釈

尊
八
大
聖
地
の
お
砂

踏
み
、
柴
灯
大
護
摩

供
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

竹
供
養

・
が
ん
封
じ
夏
祭
り
　
一ハ
月
二
十
三
日

こ
の
日
は
中
国
の

故
事

に

い
う
竹
酔

日
。
竹
を
植
え
る
と

良
い
と
さ
れ
、
古
来

よ
り
人
々
の
生
活
と

文
化
に
多
大
な
恩
恵

を
与
え
て
き
た
竹
に

感
謝

し
供
養

し
ま

す
。

「
が
ん
封
じ
夏

祭
り
」
と
し
て
知
ら

れ
、
光
仁
会
と
共
に

大
安
寺
の
二
大
行
事

で
す
。

開
山

。
道
慈
律
師
忌
　
十

一

道
慈
律
師

（？
～
七
四
四
）

月
二
日

の
御
忌
法
要
。

ヽ
一

律
師
は
唐
に
十
六

年
間
学
び
、
奈
良
時

代
仏
教
界
の
指
導
的

立

場

で
あ

り

ま

し

た
。一　』一証̈̈

鰊̈̈

し
た
大
般
若
転
読
法

要
を
厳
修
し
、
報
恩

の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

写
真

中
小
林
永
二



小
子
坊
　
　
　
　
　
　
　
小
子
坊

大安寺式伽藍配置図

□ 層

六 条 大 路

―

‐‐
…

層□

今
日
の
境
内 ―

大
安
寺
旧
伽
藍

古
の
大
安
寺
は
二
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
に
金
堂
、
講

堂
を
中
心
と
し
た
九
十
余
棟
の
建
物
が
立
ち
並
ん
で
偉
容
を
誇

っ
て
い
ま

し
た
。
三
面
僧
坊
に
は
八
八
七
人
の
僧
侶
が
住
ん
で
、
勉
学
修
業
に
励
ん

だ
の
で
す
。
道
慈
律
師
が
唐
の
長
安
に
学
び
、
西
明
寺
の
伽
藍
を
モ
デ
ル

に
大
安
寺
を
整
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
大
門
の
は
る
か
南
に
は
七

重
の
双
塔
が
響
え
立
ち
、
東
大
寺
に
対
し
て
南
大
寺
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。

大
安
寺
に
住
し
た
名
僧
知
識

大
安
寺
は
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
総
合
大
学
の
観
を
呈
し
、
あ
ま

た
の
名
僧
知
識
が
居
住
し
て
、
三
論
宗
を
始
め
、
律

・
華
厳
な
ど
六
宗
を

兼
学
し
ま
し
た
。
日
本
仏
教
の
源
泉
と
い
わ
れ
た
寺
で
、
渡
来
僧
や
大
宮

人
が
行
き
交
い
、
文
化
の
華
を
咲
か
せ
た
の
で
す
。

道
慈
律
師

（ど
う
じ
り
っ
し
）
　

一二
論
宗
の
祖
師
、
大
安
寺
の
天
平
伽
藍

を
完
成
さ
せ
た
。

菩
提
僣
那

（ぼ
だ
い
せ
ん
な
）
　

イ
ン
ド
僧
。
大
仏
開
眼
の
導
師
と
し
て

知
ら
れ
る
。

塔

（ど
う
せ
ん
）
　
　
　
唐
僧
。
大
仏
開
眼
の
呪
願
師
。

哲

（ぶ
っ
て
つ
）
　
　
　
ヴ
エ
ト
ナ
ム
僧
。
林
邑
楽

（伎
楽
）
を

伝
え
た
。

新
羅
留
学
僧
。
華
厳
を
伝
え
た
。

三
論
の
学
匠
。

入
唐
し
、
鑑
真
和
尚
の
招
請
を
な
し
た
。

最
澄
の
師
、
近
江
の
国
師
と
な
る
。

空
海
の
師
。
岩
淵
の
僧
正
。

伝
教
大
師
。
比
叡
山
を
開
創
、
天
台
宗

弘
法
大
師
。
高
野
山
を
開
創
、
真
言
宗

宇
佐
八
幡
を
勧
請
。
岩
清
水
八
幡
の
開
祖
。

俗
別
当
を
勤
め
ら
れ
た
。

等
々

修
　
正
　
〈ム
（大
般
若
会
）

行
　
教
　
忌

光
　
仁
　
〈〓
（癌
封
じ
さ
さ
酒
祭
り
）

“即
　
分
　
〈バ
（開
運
星
祭
り
）

聖
徳
太
子
御
忌

菩
提
倦
那
忌

馬
頭
観
音
二
の
午
法
要

（厄
除
け
）

大安寺式軒瓦

奈良時代、大安寺の伽藍に最も多く用

いられた軒瓦。

軒丸瓦は単弁12葉 の蓮華文、軒平瓦の

牛頭のような中心飾りが特徴的。

菅 行 空 最 勤 行 普 善 審
原
道
真 教 海 澄 操 表 照 議 祥

主なる年中行事

癌 弘
封法
じ大
夏師
祭誕
り生V法
要

日 十  日
間 五

日

仏 道

日 日 日日 日 日三
間        日

（
し

ん

じ

ょ

う

）

（
ぜ

ん

ぎ

）

（
ふ

し

ょ

う

）

（
ぎ

ょ

う

ひ

ょ

つヽ
）

（
ご

ん

そ

う

）

（さ
い
ち
ょ
う
）

（く
う
か
い
）

（
ダ
ご
ょ

つヽ
き

ょ

つヽ
）

（
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね
）

春

彼

岸

会

正

御

影

供

本
願
天
皇
御
忌

勤
　
操
　
忌

伝
教
大
師
忌

圭目
　
葉
　
祭

竹

供

養

弁
オ
天
夏
祭
り

お
盆
聖
霊
会

真
　
扶
（　
忌

秋

彼

岸

会

崇
道
天
皇
忌

開

山

忌

北―条

南―条

二 条

三 条

四 条

五 条

六 条
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平城京と大安寺


